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高
松
凌
雲
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
、
以
下
西
暦
）
パ
リ
で

開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
、
幕
府
派
遣
使
節
団
の
一
員
と
し
て

参
加
し
た
。
彼
は
幕
府
の
奥
詰
医
師
で
あ
り
、
使
節
団
の
健
康
を

管
理
す
る
こ
と
以
外
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
医
学
を
見
聞
し
よ
う
と
の

意
図
を
持
っ
て
い
た
。
当
時
わ
が
国
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
医
学
に
つ

い
て
は
パ
レ
の
外
科
学
が
既
に
知
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
関
心

は
薄
か
っ
た
。

使
節
団
は
横
浜
出
発
後
四
八
日
目
の
一
八
六
七
年
四
月
三
日
マ

ル
セ
ー
ユ
に
到
着
、
同
月
二
日
パ
リ
に
入
っ
た
。
第
一
夜
を

ル
・
グ
ラ
ン
ト
テ
ル
・
ド
・
パ
リ
で
過
ご
し
、
そ
の
壮
大
華
麗
さ

に
驚
い
て
い
る
。
彼
の
言
を
借
り
れ
ば
「
極
楽
浄
土
は
西
の
仏
の

国
に
在
り
と
聞
け
る
が
、
是
即
ち
仏
国
な
り
と
て
一
笑
を
発
し
た

り
」
と
あ
る
。

折
り
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
下
の
第
二
帝
政
時
代
で
、
燭
熟
し

47

高
松
凌
雲
（
一
八
三
六
～
一
九
一
六
）
と

フ
ラ
ン
ス

小
林
晶

た
文
化
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
代
表
の
徳
川
昭
武
に
随
行
し
て
多

数
の
公
式
行
事
に
出
席
、
多
忙
を
極
め
た
が
、
使
節
団
は
経
済
的

理
由
で
ペ
ル
ゴ
レ
ー
ズ
街
五
三
番
地
に
移
動
し
た
。
凌
雲
は
使
節

団
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
歴
訪
に
約
二
か
月
半
随
行
し
た
。
中
途
パ
リ
に

一
旦
帰
着
し
た
三
月
一
八
日
に
正
式
な
随
員
と
し
て
の
任
を
解

か
れ
、
サ
ン
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
街
一
○
番
地
で
木
村
宗
三
（
砲

術
勉
強
の
た
め
随
行
）
と
二
人
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
が
、
昭
武

の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
に
再
び
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
パ
リ

で
目
的
の
医
学
の
勉
強
を
自
由
に
開
始
で
き
た
の
は
、
明
け
て
一

八
六
八
年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
は
勉
学
の
場
と
し
て
パ
リ
の
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ウ
を
選
ん
だ
。

オ
テ
ル
・
デ
ィ
ウ
の
起
源
は
古
く
六
五
○
年
ま
で
遡
れ
る
が
、
元

来
病
人
以
外
に
浮
浪
者
、
老
人
、
身
障
者
、
妊
婦
、
捨
て
子
な
ど

を
収
容
し
、
宗
教
的
慈
善
の
色
彩
が
強
か
っ
た
。
病
人
の
み
を
収

容
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
六
五
六
年
ル
イ
一
四
世
の
勅
令

以
来
で
あ
る
。
以
後
、
パ
リ
は
お
ろ
か
フ
ラ
ン
ス
で
の
中
心
病
院

と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
。
市
内
の
各
所
の
病
院
も
整
備
さ
れ
て
い

っ
た
が
、
慈
善
の
精
神
は
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ウ
に
は
常
に
存
在
し

た
。
建
築
、
内
容
に
つ
い
て
も
火
事
、
戦
乱
に
よ
り
幾
多
の
変
遷
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を
経
て
、
現
在
の
位
置
に
定
着
す
る
の
は
一
八
七
七
年
で
あ
る
。

凌
雲
が
勉
学
し
た
頃
は
一
八
六
五
年
に
始
ま
っ
た
新
築
移
転
工
事

で
混
乱
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
の
帰
国
後
の
人
生
を
考
え
れ

ば
、
こ
の
病
院
を
選
ん
だ
の
は
、
き
わ
め
て
正
し
い
選
択
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
テ
ル
・
デ
ィ
ウ
内
で
の
凌
雲
の
詳
細
な
日
常
生
活
、
行
動
な

ど
に
つ
い
て
の
情
報
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
判
明
し
て
い
る
の

は
、
下
宿
か
ら
病
院
間
ま
で
の
五
キ
ロ
を
徒
歩
で
通
学
し
て
い
る

こ
と
、
外
科
に
興
味
を
持
ち
麻
酔
、
消
毒
を
会
得
し
帰
国
後
応
用

し
て
い
る
こ
と
、
外
科
器
械
を
持
ち
帰
り
利
用
し
て
い
る
こ
と
、

五
月
中
旬
ま
で
約
四
か
月
間
通
学
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

後
年
書
か
れ
た
「
刀
圭
新
報
」
（
明
治
四
四
年
）
、
「
高
松
凌
雲
翁

経
歴
談
」
（
明
治
四
五
年
）
に
は
「
（
慶
応
三
年
十
月
）
二
十
四
日

（
一
八
六
七
年
二
月
一
八
日
）
、
一
行
巴
里
二
帰
着
シ
テ
、
既
二

欧
洲
巡
回
ノ
事
ハ
終
ハ
リ
タ
レ
バ
、
予
ハ
公
子
ノ
付
属
ヲ
解
カ
ル

因
テ
、
木
村
宗
三
卜
共
二
下
宿
ヲ
求
メ
テ
専
ラ
医
学
二
従
事
ス
ル

事
ト
ハ
成
リ
タ
リ
、
木
村
ハ
砲
兵
学
ヲ
修
ム
、
予
ハ
「
ホ
テ
ル
ヂ

ュ
ム
」
ト
云
ウ
病
院
二
通
学
ス
、
宿
所
ニ
ハ
毎
日
二
時
間
教
師
ヲ

雇
フ
テ
語
学
ヲ
勉
強
シ
タ
リ
、
是
予
ガ
尤
モ
大
得
意
ノ
時
ナ
リ

シ
・
」
と
だ
け
記
載
し
て
い
る
。

演
者
は
パ
リ
の
福
祉
事
業
局
、
国
立
医
学
図
書
館
、
歴
史
博
物

館
な
ど
を
訪
問
し
、
識
者
に
も
調
査
を
依
頼
し
た
が
、
凌
雲
の
詳

細
な
院
内
で
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
原
因

の
一
つ
は
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ウ
に
学
ぶ
に
際
し
て
紹
介
者
が
不
明
な

こ
と
、
前
述
の
よ
う
に
新
旧
取
り
混
ぜ
て
建
築
中
で
あ
り
、
数
年

後
の
普
仏
戦
争
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
な
ど
で
戦
傷
者
の
治
療
の

中
心
と
し
て
の
役
割
な
ど
が
記
録
を
困
難
に
し
、
散
逸
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
彼
が
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ウ
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
高

度
に
発
達
し
た
設
備
、
技
術
を
持
っ
た
医
学
と
博
愛
精
神
で
あ
っ

た
。
前
者
は
戊
辰
戦
争
で
の
医
療
や
仏
医
学
書
の
翻
訳
出
版
と
し

て
遺
憾
無
く
生
か
さ
れ
、
後
者
は
「
同
愛
社
」
と
し
て
結
実
す

る
。
義
に
生
き
た
凌
雲
の
一
生
に
は
、
常
に
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ス
プ

リ
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

（
福
岡
整
形
外
科
病
院
）


